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日本パ ドミントン協会会長

本 田 弘 敏

1971年の年頭に秩父宮妃殿下下賜杯第 20回全日本実業団パ ドミントン選手権大

会が三度香川県で開催されるにあたり、 お祝の言葉を申し上げる機会を得ますことは私のもっとも喜び

とするところであります。

ご存知のごとく第 6回 アジア大会において、女子は完全優勝をとげ、 男子も上位に進出し、バ ドミン

トン大国日本の名を高らしめたところであります。

今ここに日本第一線選手諸君が、一堂に会して日頃の技量をますます磨かれることは 本当に意義あ
る

ことと存じます。

どうか十三分に技量を発揮され本大会の充実をますような 成果をあげられますよう切望して止みませ

ん。

終りに本大会にご尽力下さった関係各位に厚くお礼申し上げます。

あ い さ つ

あ い さ つ

日本実業団パ ドミントン連盟会長

米  沢    滋
年■

亀 第20回全日本実業国パ ドミントン選手権大会が高松市において開催されるに

あたり、全国の精鋭諸君を迎えますことは、誠に欣快にたえません。

世界女子選手権国であります我が国パ ドミントン界が更に発展するために職場に基盤を持ち、 職業と

スポーツを融合した実業団の使命は、あらゆる意味で重要であります。選手諸君は 日頃練磨の実力を充

分発揮され、すぐれた技を競われることを祈ります。

終りに本大会が、地元の皆様の非常なるご厚意と 友情により開催されることに成りましたことを深く

感謝いたしますとともに、スポーツを通しての 各事業団体相互の親睦に役立つことを祈念してご挨拶と

いたします。
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あ い さ つ

香川県実業団バ ドミントン連盟会長

西 本 成 吾

このたび秩父官妃賜杯第20回全日本実業団パ ドミントン選手権大会を、高松

市において開催することになり全国各地から7∞名を超える選手役員の皆様をお迎えてきましたことは、

地元連盟といたしましては、このうえない喜びであり、心からご歓迎申し上げます。

この大会に出場される皆様は、社会人として日々の業務に励げまれるかたわら スポーツに精進されて

おる方々ばかりであります。このようにりっばな社会人であると共に 優れたスポーツマンである皆様が

一堂に会してその技を競われることは、 バ ドミントン競技の進歩と各事業団体の親善のために大へん意

義あることと存じます。本日から5日 間日頃鍛えられた技量を十二分に発揮され 栄冠を目ざしてご健斗

されますようお祈りいたします。

なおこの大会の準備その他について行き届かない点も多からうと存じますが、 私どもの熱意のほどを

おくみとり下さいまして格別のご協力を賜りますようお願いいたします。

おわりに大会開催のため多大のご協力をいただきました関係各位に対し 心からお礼を申し上げます。

-2-
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歓 迎 の こ と ば

香 川 県 知 事

金 子 正 則

このたび、わが香川県において第20回全日本実業団バドミントン選手権大会

が開催されるに至りましたことは、本県の体育振興上実に意義深く喜びに堪え

ません ,

パ ドミントン競技は近年学校、職場、家庭において気軽に行なわれ、 日頃多くの人々に親しまれ全国

的に普及もめざましく、現在競技人口も増加しており、本県においても早くからこの競技をとりあげ、幾

多の輝かしい足跡を残している状況でありますが、 今回全国最高の水準をいく選手が多数参加し、この

地で大会が盛大に行なわれますことは 本県バ ドミントン競技技術の向上を図る上において大きく寄与す

るものと期待しております。

全国から参加の選手諸君がこの大会において日頃錬磨された実力を 遺憾なく発揮せられ大いに活躍せ

られますよう心から祈り歓迎のことばといたします。
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市
　
一二

松一高

市制80周年の本市において第20回実業団バドミントン選手権大会が開催され

全国各地から多数の選手、関係者をお迎えできますことは非常に喜ばしいこと

であり、高松市民を代表して心から歓迎を申し上げるものであります。

全国高校選手権大会の開催を控え、市民体育館の建設とともに 市民のスポーツに対する関心が高まり

つつあるとき全国各地から選ばれた実業団の トッププンーヤーの 力感あふれる妙技に接することは、誠

に意義深く、しかもスポーツを愛する皆さん方は日頃各職域、 職場においてその業務に励みながら、精

進をつまれて今日に至ったものであり、そのご努力に対し深く敬意を表するとともに、 立派な成果を充

分に発揮せられるよう祈ってやみません。

また折角の大会を機に「瀬戸大橋」架橋を前にする高松に対するご理解を深めて頂き、 四国高松の情

緒等お味合いを頂けば望外の幸と存じます。

おわりに選手の皆さん方の限りないご健闘と本大会の成功を心からお祈り申し上げ 歓迎のあいさつと

いたします。
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香川県 パ ドミ

大 会 参 加 関

競 技 役 員

ン ト ン 協 会 副 理 事 長   小

ドミン トン連盟常務理事    横

ドミン トン連盟常 務理事    野

ン トン 協 会 常 務 理 事   藤

市 嶋 智二郎  小 飼 栄 一

菊 池 利 明  堺   栄 一

ドミン トン連盟常務理事

ドミン トン連盟常務理事

ン トン 協 会 常 務 理 事

係 者

富  諄  宏

井  初  夫

口  利  行

原  和  文

松 本 弘 之

宮 永 武 司

昭

　

麻

　

昭

義

　

芳

　

正

条

　

田
　
尾

東
　
池
　
平

員

審

　

副

東 条 義 昭

中 村 英 彦

上 岡 寿美子

野 口 利 行

牟 ネL  顕

綾 井 美津子
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藤 原 和 文

山 下 由 子

杉 上 有 一

平 尾 正 昭

宮 武 範 子

進行および記 録係

役



西 日 本 放 送

取締役社長平  井  仁之助

10月 オ ー プ ン ク
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京
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ン
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京
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外
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６



開  会  式 (2月 1日 )

1.役 員 選 手 集 合

2.開 式 通 告

3.選 手 入 場

4.開 会 宣 百

5。 国   旗   掲 揚

還

レ

=)

ば

誓

6.優 勝 杯 返

7.大 会 会 長 あ い さ

8. 歓  迎| の  こ  と

9.選   手   宣

10.

11.表           彰

12.閉 式 通 告

13.選 手 退 場

競 技 及 び 審 判 上 の 注 意

轟

-7-

■■

閉  会  式 (2月 6日 )

1.役 員 選 手 集 合

3.開 式 通 告

4.成    績   発

2.選 手 入 場

5.表

6. 会

7.歓

8.国

9. 閉

10.閉

11.選

旗    降

長  あ  い  さ

表

彰

‐
1)

ば

納

」L

場

送  の  こ と

△
,ヽ

式

コ■
●
~

宣

　

　

通

　

　

退

式  次  第
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試 合 時 間 表 (1)

程

MD

55

｀
、

|

第1日

M

56

MT

|

旦 |

S

一１



日

　

程

区

　

分

コー ト 第 4会 場 (県 立 体 育 館う 第 2会 場 (市 立 体 育 館)

時間 2 3 7      8 9 10 11     12

9.00  MX
1

M X MX
4

391S I 50S
2

50S 30S
4

30S 50S
62 3 5

MX
8

MX MS
65

50S
7
30S
8
35『 1葛藤

「9 110
万55~「755~
5  1  る

40S
1

40S
29

第 1個
10.00 MX IM

10 1 6.
M了 |■
フ4  1  7

Ｓ

９

一Ｓ

５

40S
4

40S
フ
40S
8

一

一
１０

　

．
１０

一Ｉ

　

ｔ́

40S
40

40S
ll

40S
12
30S 30S

12
``M 50S

44

30S 30S 50S
17
50S
18

5 1人 80
LS
45

15 16

LS
46

S 40S 40S 40S
,フ

40S

'8
16.00 MS

84

MS
85

14.00 MX 30S
|

MXI
12 22

15.00 40S
24

16.00

S LS
4'  |~|~MSI

1  90  1

LS.
50  1

MJ¬
91 1

Ｌ

５

第 個
|―
百耐|十1- MS.

92

人

　

戦

11.00 LS LS
52    5う

30S 1 60S i 40S
2LI」仁 |_些 _

40S
26

|    |

|~|
MS

~|~
12.00  MS

日 ろ 94

13.00 30S
2

閉 会 式

MS

LT

MS

MD
LS

LD

30S

5o D

40S

401)

MX

男子団体

女子団体

男子 単
男子 複
女子 単
女子 複

50代 単
30代 複
40代 単
40代 複
混 合 複

大 会 の 注 意

1. 選手は試合開始 1時間前に到着し、責任者はそのむね進行係まで連絡をしてください。

2. コートおよび試合時間を変更することがありますから場内放送に注意してください。

3. 競技区域内には競技者および役員以外は立ち入らないてください。

4 会場内は禁煙です。喫煙は指定の場所でしてください。

5.持物については各自の責任において管理してくだい。
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試 合 時 間 表 (2)
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％
″

Ｚ
Ｐ

一流
プ̈
レ
ー
ヤ
ー
、が
こ
の
一
　

ット
をヽ

信
頼̈
ｒす
る
の
は
な

　

・

強

力

な

フ

レ

ー

ム

フ
レ
ー
ム
の
生

命

は
材

質
に
あ

り
ま
す

〓

ヨ
ネ

ヤ

マ

で
は
厳

選
し

た
材

質
を
使
用
。

こ
れ
を
定

評

あ

る
合

板
技
術

に
よ

っ
て
張

り
合
わ

せ
ま
す

か
ら

．
非
常

に

強

い
フ
レ
ー
ム
が

で
き

る
の
で
す
。
も

ち

ろ

ん
、
耐

久
力
も

最
高

。

フ

レ
ー
ム
が

や
わ
ら

か
く
な

る
心
配

が
な
く
、

は
じ
め

の
反
発
力

が
長
く

つ
づ

き

ま
す

。

抜

群

の
反

発

力

大
線
て
示
し
て
あ
る
の
は
Ｆ

ン
ャ
ト
ル
を
完
全

に
ヒ

ッ
ト
す
る
範
囲
で
す
。
外
側
の
太
線
が

に
６
５
０
０
、

内
側
か
外
国
製
品
で
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
』
６
５
０
０

は
こ
の
範
囲
が
外
国
製
品
よ
り
広
く
．
と
こ
で
打

っ

て
も
反
発
力
が
強

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
た
か

ら
多
く
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す

お 好 み の グ リ ッ プ ・ サ イ ズ

クリップ・サイスは 4種類。お好みのサイズ

か選べます。またグリンプには特選 した度 を

使用_吸水性が大きくよく汗を吸いこみます

から.ど んな熱戦でもすべるようなことがあ

りません,皮 が変質 して硬 くなることもなく、

いつまでも手に しっくりくるグリノプです。

No.6500フ ァイ ブエースデ ラ ックス
(フ レーム )¥3500/(張 上 )¥3850ヨ蒻 77ラ クレ ト1

し な や か な ア ル ミ シ ャフ ト

NO.6500の特色はアル ミシャフ トを使用 して

いることです。そして書通よリシャフトの長

さを長めに してあります。これは金属の特性

をより効果的にいかすためのアイディアで、

長い分だけ しなりが一層大きくなり、したか

って反発力がぐっとア ンプされるわけです .

|| !:I

Ｆ

■
Ｌ
‥

一　

一　
¨



男  子   団   体

´

1ト ヨ タ 自工 (■

2 大 阪 瓦 斯 (大

3東 京 都 庁 (東

4 山日′(ルア岩ロエ■ (山

5小 松 製 作 所 (石

6 三 菱電機神戸 (兵

7日 本 石 油 (神  奈

8大 津 市 役 所 (滋

9 福 井 銀 行 (福

10日 山 市 役 所 (岡

11 三菱菫工名古屋 (愛

12丸 善石油松 山 (■

13大 蔵 工 菫 (■

14日 立 水 戸 (茨

15島 津 製 作 所 (東

16塩 野 義 製 薬 (大

17 国鉄北海道総局 (北  海

18 三菱菫工長崎遺船 (長

19 住友金属和欧山 (和  欧

20 倉敷レイヨン西条 (■

21神 奈 川 県 庁 (神  奈

22 陸上自衛隊仙台 (宮

"サ
ンケン電気 (埼

24三 菱電機伊丹 (兵

26河 崎 ラケ ッ ト (東

26横 浜 市 役 所 (神  奈

27 三菱化蔵四日市 (三

28電 電 近畿 (A)(大

29 日本自管福山 (広

∞ 新 日鉄名古屋 (■

31二 贅 自工京都 (京
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22

ヒ 辰 電 機 (東
′

,

子

‘
ソ

田自動織機 (愛
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`愛
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吉 口 工 業 (富

日 研 化 学 (埼

三菱電機長崎 (長

三井遺船玉野 (岡

七 十 七 銀 行 (宮

神 戸製鋼尼崎 (兵

三 菱重工横浜 (神

丸善石油下津 (千

口 駒 工 業 (石

国 際 電 電 (大

部 興 産 (山

三 菱電 機帯 馬 (群

高 松 市 役 所 (香

″

′

υ

=

-11-

●

山

18

‘

．

す

2
.自衛隊舞鶴 (京

電 東 京 (栞

1



反 携 力
グーンと(シ ャトル〕がのびる !

抜群 ,
ナ イスロングシ ャフ ト効果 !

No.3500

KING MATE
株式会社諸江 製作 所ツDJtU 東京都渋谷区笹塚 2丁 目 46番 8号
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1 ト ヨ タ 自 工 (愛 知 )

2四 国 銀 行 (高 知 )

3 t t) >,<7r.fr (*. ,テ

4日 立 戸 颯 (神 奈 川

5 三 菱電機神戸 (兵 摩 )

6 三 菱 自工京都 (京 都

7新 ,自 市 役 所 (新 澪 )

8北 辰 電 機 (東 京 )

6

電 電 東 京 (東 京 )10

本州製紙富士 (静 岡)11

新 日鉄名古屋 (愛 タロ)   12

三 菱 電 機伊 丹 (兵 庫 )13

高松琴平電鉄 (香 川) 14

,中  電  気 (東 京) 15

電 電 近 畿 (大 販)16

豊 回自動織機 (愛 知)17
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″ご存じですか″

☆我国でシヤトルコック製法を一番

先に機械化して氷島シャトルを書

及したのはCMです。
★N.B.:は バドミントン普及発展の
ために製造から直発システムです。
★現金でお申込になれば卸価格でお

求め出来ます。

バ ドミン トンの気品

CMの 風格

ホワイ トウイン 検定合格球  ¥!′ 500円  シルバープルー 検定合格球  ¥|′ 300円

日本バトミントンインタストリ株式会社:
,:,:13[:月lib,iノ :14   8 - 7   1[L 0422(17,3331(`ヽ

20Kヽ )`

(:)。 ノ`

`Lo BRAND

日本バ ドミントン協会検定合格球 各全日本選手権大会指定球
ゴール ドブルー 検定合格球  ¥l′ 200円  ゴール ドプラック 練 習 球  ¥ 850円

上記現金価格(A価格)に荷造運賃を10打毎に300円 を加算 し御送金下さい。
①代金後払 lヶ 月以内の場合打100円 アップ(B価格)lヶ月以上400円アップ市価(C価格)になります。
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反携力 抜群 ノ
ス トレー ト特殊スチーノ″ イヽプで

シャフトの効果が倍増されました

あなたのプレイが注目の的です

No。3500 キングメイト

，
．
´
・
‥

ン
′

ヽ
ヽ

、

'′″'

″
′/

●シャフトの反撥力をフルに発揮できる全長

16cm直径 65mの ス トレー ト特殊ステール
ルバイプを使用

●小銀杏構造と輸入木材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群

Ve p Jじ マン
東京都渋谷区燎塚 2丁 目46番 8号
電 話 (377)4401(代 表)

、ノが
1

⑫ 株式会社諸 江 製 作 所
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アです。

若々しいセンスにあふれたデザインで、プレ

ーヤーの皆さまから好評をいただいています。

そのうえ、どんな激しい動 きにもビクとも
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新製品一――
世 界 で始 めての

油 入 り特 殊 ガット.4′
くバ ドミン トン用 >―  ―  ―
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Hy-O-Sheep
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定価 ¥350
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大 阪 合 繊 株 式 会 社
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-50℃ か ら―+50℃
までの温度領域 を征服

この 巾広 い気 候 条件 で、 そ

の抜 群 の強 力 、反撓 力 にい

さ ゝかの 変化 もない タ フ さ

が実 証 されて い ます。
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般  女  子  (複 )

1 永 井・山
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(三 菱 自工京都

2  原 ・長 側|(1姜 電機伊月

3木 村・坂 本 (四 国 銀 行 )

14 大 竹・橋 永 (三 菱 電機伊丹 )
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バ =
レ′リーナ の 軽 ろや か さ

トヨグ の シヤ トル で

プ レー す るあ な た
信頼のマーク

●営 業 品 目

パドミントンシヤト

″ ″ ラケット

″ ″ セ ッ ト
″ ″ ″ ッ ト
″ ″ ネ ッ ト
″ ″ ブ レ ス

ルコック

選手用

普及用

各 種

検定品

ボール

(gD)「ヨ」7′ズボープ
東京都台東区浅草橋 5-26-7
TEL(851)9409。 (866)2515
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日本バドミントン協会検定合格

水鳥ファストゴール ド
‐
ファストシルバー ●口

“

嗜

匝

品質がグーンとよくなりました

捕 覇ヽ r‐
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‐― 肛囲団
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ファスト印シャトルコツク

製 造 発売 元

有限会社ジ ャ ワ 面 △〓
営業所 lh形市六日町7-28

工 場 山形市六日町6-46

TEL(22)3994(代 表 )

TEL(22)0545

111)‖田11ヽ

■.

ヽ
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2 供 田

3新 官

4村 上

5西 村

6 ′Jヽ  日

7 中 村

8 越 智

9松 永

10 虻 江

11 井 沢

12 尾 崎
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14 江 田
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2 中 村

3 越 智
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西 尾
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祝

全日本実業団選手権大会

日本バドミントン協会公認

YMミ セ キ ネ ッ ト

各 選 手 権 大 会 使 用

いつも安心してプレー出来るネットです

是非御指命御愛用下さい

(本 大 会 使 用 中)

ミセキネ ッ ト製作所
埼 玉 県 幸 手 町 中 1丁 目 7-4

TEL 04804 ② 0379

第 1回 検定以来連続合格
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阿久津
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原・長谷川

本・牛 島
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(ト ヨ タ 自 工 )

(松 本 精 機 )

(三 菱 自工京都 )
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(北 辰 電 機 )
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(HY SPCビ0 狂いのないスマッシュが生れます

世昇に誇るゴーセンの技術が創り上げたエレガント

をデザインとシャープなフィーリングがあなたのプ

レイにビッタリ。

グリップ、シャフトに輸入素材を使用し、バランス、

日久性はパノ′ン。無類の安定性とゴーセン・″フト

の反織力″工薔なスマッシュを
'約
束します。

一
一，
一

一１
一●
〓

|101●

囲11

-27-

1

0

ユ

′

2

2

橋

鮮

it

■
■

一

¨
ヽ
ヽ

大阪合繊株式会社
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(フレーカのみケース●)



祝

第20 ロ 全日本実業団バドミントン選手権大会

瀬 戸 内 海 放 送

取締役社長 加   藤   忠   之

電 気 で ひ ら く

未 来 の と び ら

四 国 電 力 株 式 会 社
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イコ (1

1監 督 名事 業 所 名 (チーム名)県 名

・渋井 明・伊藤善夫・東 政文・山田 元

・山田好明・柴田 充・ 山本晴通 青山繁樹

宿 舎 名選 手 名

青山繁樹国鉄北海道総局

中村徳光 未村敏男
|

|

末  沢電 電 札 幌

北海道

・高橋祥允・菊池 茂・寒河江一利・千葉健一

・安孫子博・大場弥平・須長 茂

陸上自衛隊仙台駐とん部隊

安孫子博七 十 七 銀 行
銀  星

宮城県

・早川 博・福田喜代志・本谷 進・越智重夫

・菅野 孝・佐久間正男
|

杉浦重夫日立製作所水戸工場
銀  星

茨城県

末  沢|

|

|

|

・小沢求一・阿々戸義明・高橋勝美・栗原 弘

・千田泰男・佐藤兼春・米国 寿
茂木正弘三菱電機群馬製作所

末  沢高橋 保 下田 昇沖 電 気 工 業

ニツ葉電機製作所

群馬県

浅野佳夫

松 本 精 機

沢

末 沢

末 沢
井上英夫

細谷芳子 生形政子 高橋ひさ江

今井清兼 。今井清兼・都築富夫・竹田建夫・酒丼忠義

・薄田隆衛・本多新価

ナ ン ヶ ン 電 気埼玉県

日 研 化 学

小川浩一

|

|

銀  星

末   沢東 洋 イ ン キ

横井初夫 ・佐藤忠男 ツ]ヽ野玲穂・岩崎 茂・小島達雄

・岩村重和・吉田 司

|

・村尾与志文・西尾元佑・伊藤富男 。日中房男

・大野 貢・南村嘉男・本間 実
|

幸野邦昭丸善石油千葉製油所千葉県
末  沢

・山本洋彦・千葉健司・黒崎二男・吉田 進

・佐藤信夫・芦田正英・中山広明

・山上博子・新観フミ・黒崎あけみ 。石川容子

・田中真知子

北辰電機製作所東京都

星

電 電 東 京 鈴木幸春 ・鈴木幸春・森谷喜久男・星野義昭・鈴木健二

中山広明

・池田信孝・町田秀和・小林一行
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|

|

千葉正寿
|・
千葉正寿・石持亘―・井伊恵治・北山信次

|・

本田辰夫・駒井広志

|



県 名

銀  星

新潟県

事 業 所 名 (チーム名) 監 督 名 選 手 名 宿 舎 名

東京都 電 々 東 京 鈴木幸春 ・土井治子・奈良岡洋子・阿久津まさ子

・横山光子・井上 トミ子

河崎ラケットエ業 福井正康 ・堺 栄―・松浦一郎・落合孝之 。平井克英  |
|

・川津 晃・ 日野昭人 河崎一幸 福井正康  |

東 京 都 庁 佐藤和夫 ・鈴木 蕃・右田利弘・竹倶 明・大原政義
・岩上昭一・佐藤和夫・斉藤信行

末 沢

ヨネヤマラケット 小島一平 ・小島一平・栂野尾昌―・鈴木正信・米山 勇

沖 電 気 工 業 佐 kEI 。小川早苗・佐藤夕起子・二瓶アエ子・川田春子
・鈴木正子

末  沢

奈川県 日 産 自 動 車 上川 章 。上力1 章・岡野隆太郎・吉浪益三・大村 裕
・大森菊男・桜田豊治

原寿加子

1銀  星

横 浜 市 役 所 土方 充 ・渡辺直人・内田久也・広木俊―・松本利喜夫
・安藤 保・福士博美・本田順治

森田祐美

]( 星

日立製作所戸塚工場 吉田邦男 .士田邦男・甘粕完治・長谷川雅範・宮田幸雄

・北村敏明・平内 進
・奈良岡千知子・吉原京子・山本宏子・田口省子

神 奈 力1 県 庁 中丸靖一冗 。小山包博・池成隆夫・今関俊邦・鳥山裕美

・内山孝道・飯塚富弘。中丸靖元

建部佳代 大野則子

銀  星

日 本 石 油 赤間」li十 ・長瀬正敏・京屋孝治・佐藤幸男 ウ]ヽ野重行

・野瀬加寿敏・片桐信雄
末 沢

三菱重工業横浜造船所 上杉光芳 ・片口 茂・鈴木勝之・岸 賢司・古谷陽一

・鎌田 哲・高橋保則・倉田豊二郎
星

日 本 鋼 管 啓治

新日本製鉄製品技術研究所 寺本裕子 高橋京子

司 次夫 田村よし子・小山道子・渡辺富子・伊藤京子新 潟 市 役 所 山
末   沢
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選 重二=名  簿 (2)



宿 舎 名県 名
|

事 業 所 名 (チーム名) lw. * zl 手 名

末  沢

。川上洋一・永原昌雄・柳瀬昭二・池田政規

・畑 栄進・田島一正

山崎睦子 寺井清美

新潟県 日本石油新潟製油所

オリンパス諏訪長野県 ‐海沼敬子・林典子・山田あや子・武丼敏子

川上洋一越

末 沢

不

臼木春男 品田 孝

銀  星

中林明義

富山県

高 岡 市 役 所 中山邦夫 ・河村博之・関村順治・徳田尋信・宮林照男

・京田和男・中山邦夫

大建工業井波工場 奥村 元 ・林 昭男・松井精一・横江清隆・吉見昭夫
銀  星

・中国幸礼

吉 田 工 業 ・島崎精治 三L井 勉・横幕覧一・源通直樹
鉄 星

・四十内健二・西野敏宣・山口年二

十条製紙伏木工場 大野幸雄 堺 =徳 末 沢

石川県 津 田 駒 工 業 安井 勉 ・安江 勉・山本秀夫・堂谷内均・浅井 清

・桜木英智・供田定一
銀 星

小 松 製 作 所 弘 明 ・原 明弘・玉井 明・杉本勝昭・石川順一

・北 秀樹
末 ,民

倉 庫 精 練 東 茂樹 中田吉昭 銀  星

・高木敏明・梶谷将人・府岡 弘・松浦信幸

・笠川俊教

福 井 銀 行
末  沢

立田昭二

|

・渡辺正子―森野秀子・鈴木あつ子・加藤悦子

・細小路和恵・石川真澄・嶋 恵子
本州製紙富士工場静岡県 杉沢正

末  沢

・山本卓男・金谷義雄・千葉和義・奥野哲次

・奥野省三・菅井 孝・津田正勝

・福田喜重子・高橋敏子・小野寺律子

・菅原九二子・加藤直枝

愛知県 名 古 屋 鉄 道

新 日 鉄 名 古 屋 敬夫

星

銀  星
伊村 隆 ・伊村 隆・後藤 守・樋ロー春・高橋克己

沼 里

井沢 宏

-31-

選 手 名 簿 (3)

|_
|



選 手 名 簿 (4)

選 手 名 宿 舎 名

1銀  星

トヨタ自動車工業

豊田自動織機製作所

賀穐

深 津

多

・板垣善意・安沢武司・小林一宏・牛島秀雄

・松島 保・堀 幸矩・東浦修二
・上野明美・小沢八重子・橋本香代・竹中礼子

・紅谷しま子・中野 香・村田絹子

上原信彦 ・武田正雄・深井忠男・正岡洋三・潮 博文

中村高久 西尾義光

|・ 大橋美知子・辻田京子・工藤美佐子・鈴木葉

|・

富居康子・紺野幾子

水谷和夫 ・土井秀夫・水野久雄・古田一浩・杉浦恒夫

・鈴木健式・小川俊嗣・椛沢嘉彦

河田満 樋口光男

・増井孝夫・小林 悟・吉原 洋・小林信行
・高橋宗夫

豊

　

　

　

一

星
，

″

星

三菱重工名古屋機器製作所

中 部 電 力

大 洋 紡 績 末  沢岐阜県

二重県 三菱化成四日市工場 増井孝夫

県 名 「

~~~~~~~

1監 督 名
事 業 所 名 (チーム名)

銀  星

大阪府 大 阪 瓦 斯

三菱油化四日市事業所

大 津 市 役 所

三菱自動車工業京都製作所

島 津 製 作 所

海上自衛隊舞鶴地方隊

。一木弘之・服部英樹・北村 保・後藤幸孝
・木村英男・大倉 忠

|・ 佐藤 賢・釜屋明和・田中正民・西原四郎
|

|・

山田杉男

・福井達雄・中尾政実・戸沢正雄・高宮梵之助

・石津正明

・永井かおり・山下三枝子・岡崎繁子

・永井むつみ・小林フナ子

・和田正高・甲良洋―・上田 勉・奥田俊次
・浅野利秋・長岡喜久男

・橋本禎二・瀬野俊策・白井規久夫・白井幸夫

・沢田雅美・田良純―・柴田 勝

古川幸一

県

府

滋賀

京都

久保 宏

口中 優

銀  星

星

星

星

岡本宏也

田野

末 沢

|    |

|  | 谷口房治 久代貫三郎 紀田文男 新宮信男 末 沢

鈴木忠範 :薯霜
幸
鬱
・吉里文雄・林 広造・北野公男

舞 鶴 商 事
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末  沢

愛知県

1銀  星
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選 手 名 簿 (5)

名 事 業 所 名 (チーム名) 監 督 名 選 手 名 宿 舎 名

大阪府 電 電 近 畿 (A) 池田芳麻 ・三木 喬・竹原 茂・品川勝男・木谷正美
・山本繁幸・中谷進次・中川安正

・池田芳麻…森本 務・小川正夫・片山修治

・柿本房子・久保口嘉代・下村紀子・餌取責美

(B) 森本 務

小川正夫

塩 野 義 製 薬 ・本摩恒利・北川忠雄・本山一郎・片山照章

妹尾健史

武村俊平

|

|~

松 下 電 器 産 業 近者正善 ・森 晃―・中西 洸・山口 博・宮里重信
・宮崎庄―・近藤敏和・山川庄一

末 沢

ス フ ロ ー 化 研 工 業 末  沢

住 友 金 属 大 阪 滝本清二 増田貞雄

兵庫県 三 菱 電 機 伊 丹 太田照雄 ・太田照雄・金井秀―・荻野一夫・堀 英明

・藤染邦彦

ツ1ヽ守伝意・池田栄子・篠山和江。大竹由里子

・原百々代・長町路子・福永久弐子

銀  星
荻野一夫

古 河 電 工 栗  守 銀  星

三 菱 電 機 神 戸 小林忠信 ・吉野昭文・吉林 昇・福土敏夫・小林忠信

・尾崎惟信

・前田文代・島田陽子・岸部光子・芝本千代子

・松尾圭子

銀 星

大平 和

大 日 日 本 電 線 尼 崎 吉 田 昇 ・清水 力・腫座―利・佐野義則・中村邦宏

・狩集 功・中村文男・渡辺浩一 吉田 昇

山田達也

口
〓

平方

|

進 |
・堤田富大・長谷川幸弘・塩飽 初・武 広二

・水川九洋・平松菫吉 平方 進
銀  星

鍋田賢一 ・小泉淳一・友金利―・口中 至・浜野 孝
・来田正雄・田崎哲夫・三浦真一 鍋田賢一

・龍円栄治

. :.=.'1.=■
|.■ F

銀  星
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国 際 電 信 電 話 ・竹瑞捷次・溝淵宏‐ 武村俊平・藤井靖雄
|

。内藤茂・市原正弘             |

|

1 新日本製鉄広畑製製所

|_
1

l

l

|

|

|



県  名 監 督 名事 業 所 名 (チーム名) 1宿 舎 名選 手 名

芦田知子 桂岡和子

歌 山

兵庫県 銀  星

末  沢

末  沢

吉田健次郎

尾崎茂雄 ・山下延行・林 保雄・箕造富幸・志場 周丸善石油下津製油所

住友金属工業和歌山製鉄所

・楠戸春則・穂谷真弘。宮本武司

・厚地 収・坂本 拡・土田行夫・川村桂司

住 友 金 属 鋼 管

鳥取県 国 鉄 後 藤 工 場 松永恭昌 佐々木義政

岡山県 三井造船玉野造船所 虻江 優 ・上野輝治・芳上一男・万代芳郎 。日丸勝己
末

・明珍 勝・西村 喬・金田 孝

岡 山 市 役 所 ・小松 貴・藤井英雄・今東幸一・崎本明雄
・時末 務・社 竹三・岡本武利

末 沢

広島県  日立造船因島工場 上田辰男 ・村上祥三・矢野信夫・小川賢三・岩越 章
・大道秀夫 上田辰男 村上行三

銀

日本鋼管福山製鉄所 曽根光夫 ・曽根光夫・梶原純二・武内光春・前日 巧
・伊藤健―

末 沢

東 洋 工 業 勝岡逸雄 諸永敏雄

山口県 宇 部 興 産 山県保夫 ・末広秀樹・河添忠夫・石川好夫・山県保夫 末  沢

山陽パルプ岩国工場 厚志 ・宮岡康臣・長藤俊成・林 厚志・末岡通典
・渡辺敏夫・吉田鉄夫・兼森忠夫

末  沢

愛媛県 住友化学工業菊本製造所 門田昌三 ・片上逸志・岩崎 博・秋山英明・守谷喜久雄
・越智勤也・千葉重信・三苫孝一

丸善石油松山製油所 小林延匡 ・浜中 誠・池内義夫・佐伯友正・松木信夫
・自石卓夫・藤田峯斉・永井静夫

末 沢

1 倉敷レイヨン西条工場 横井虎男 ・横井虎男・吉上貞夫・小橋幸雄・谷口金夫

・坂日義治 ツ」ヽ日正一

愛 媛 大 学 村岡見樟 ・佐伯光一 。新名静夫・山西和行・森田照孝

・河本 進
末

矢野 晃 ・佐々木孝・福井久男・安藤八郎・矢野 晃
・須山盾夫・奥村繁樹・森日幸信

住友化学工業新居浜製造所

沢
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選 手 名 簿 (6)



選 手 名 簿 (7)

県 名 事 業 所 名 (チーム名) 1監 督 名 選 手 名 1宿 舎 名

高 知 県 四 国 銀 行 亀井美壌 ・山本五十鈴・谷脇リエ・木村悦子・坂本和子
|

下
~~~~~~~~~~~

長崎県  三菱電工長崎造船所
銀  星

― _||「、1、  ■|「 ‐‐| 栄 信重
|・
山崎敏則・江口忠道・長松保男・山口正博

|。 赤岩徹・栄 信重

大 村 市 役 所 中島泰二

大分県 日 田 市 役 所 田中大也 ・春武俊一 。宮原秀三。江田 恵・諌元慎一

・佐藤国晴・田中大也

香川県 高 松 市 役 所 杉山富雄 ・横岡忠幸・阿部正信・田中真―・岡崎良和

・秋山順―・谷本庄―・野口利行 杉山富雄

百 十 四 銀 行 ・山本みどり・福本幸子・赤沢ひろ子・小西幸代

高 い 琴 平 電 気 鉄 道 香西 章 ・山本真江・細川泰子・井上るり子・薗浦孝子

光 洋 精 工 高 松 工 場 杉上有一

中  商  事 吉川和孝 高尾 博

祝 第20 ロ 全国実業団バドミントン
手 権 大 会選

銀

末

星

沢

旅

旅

館

館

高 松 市 亀 岡 町 1丁 目

TEL 31-2174

高 松 市 寿 町 2丁 目
TEL 51-0086

第 一 会 場

第 二 会 場

大 会 役 員宿 舎

電話 臨時 21-8784
電話 臨時 62-2996
第一 会場 (県立体育館)電 話 臨時 21-8784
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喜多昭夫 |・ 田中貞夫・前田国臣・松野 勲 。中野和雄

|。 山口信行・一ノ瀬 通・辻・優

1 柿本彰子

1銀  星

|

_________________________巨______」 _______________― _―



手軽でおいしいと評判です
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動 脈 と神 経 を つ くる

大 日 日 本 電 線

本   社 :大 阪 市 」ヒ区 梅 ロ アー 3梅 田 ビ ル   大 阪 %-343-1261(大代表)

事   業   場

東京事務所 :東京都千代田区丸 ノ内3-4新 国 際 ビ ッレ   東 京 03-216-1551(大 代表)

九 州支 店 :福 岡市天神2丁 目13-7福 岡長銀 ビル   福 岡 (〕92-7`-7481(代 表)

名古E支店 :名古屋市中村区堀内町4-1毎 日名古屋会館   名古屋
052-541-3506～ 8
584-6506～ 8

仙台営業所 :仙 台 市 名 掛 丁 91第 一 ビ フレ   仙 台 0222-25-5,41(代 表)

札幌営業所 :札 幌 市 北 二 条 西 4-1北 海 道 ビ ッレ   札 幌 0122-24-"65(代 表)

尼崎工 場 :尼 崎 市 東 向 島 西 之  町 8  大 阪 06-4"-1551(代 表)

箕 島工 場 :和 歌 山 県 有 田 市 箕 島 665  箕 島 07378-415,(代 表)

伊 丹 工 場 :伊 丹 市 池 尻 字 員 築 4 1   伊 丹 0727-72-8181(代 表)

2   り11 崎 0“ -22-7,1(代 表)川 崎 工場 :川  崎 市  日 進  町  1

熊 谷 工 培 :熊 谷 市 大 字 新 堀 字 北 原 1008  熊 谷

“

85-32-2“ 1(代 表)

-37-
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祝

秩 父 宮 妃 賜 杯

労 働 大 臣 杯

第20回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

沖 電 気 工 業 株 式 会 社

トヨ タ 自 動 車 工 業 株 式 会 社

保 土 谷 化 学 株 式 会 社

株 式 会 社 大 丸 東 京 店

日  本  放  送  協  会

電 気 通 倉 共 済 会 本 部

富 士 通 信 機 製 造 株 式 会 社

九  州  電  気  通  信  局

中 国 電 気 通 信 局

近 畿 電 気 通 信 局

東 京 電 気 通 信 局

日 本 電 信 電 話 公 社

岩 崎 通 信 機 株 式 会 社

日 本 電 気 株 式 会 社

日 本 通 信 建 設 株 式 会 社

協 和 電 設 株 式 会 社

共  同 印 刷 株 式 会 社

印 刷 株 式 会 '社

業 株 式 会 社

大 日 本

長 村 鉄 工 株 式 会 社

古 河 電 気 工 業 株 式 会 社

藤 倉 電 線 株 式 会 社

新  興  製  作  所

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 米 山 製 作 所

東 京 芝 浦 電 気 工 業 株 式 会 社

北 越 製 紙 株 式 会 社

昭 和 電 線 電 線 株 式 会 社

国 際 電 信 電

大 明 電 話 工

大 日 日 本 電

凸 版 印 刷

(順  不 同 )

話 株 式 会 社

業 株 式 会 社

線 株 式 会 社

株 式 会 社

吉 村  工

-41-



過 去 の 栄 冠 (1)

年

1953

19 長 崎

装
高 岡 第 5

十条
伏木 清水 正

水
谷
正

一
一

友
芳

男

山 )

チーム名

酒巻和男

1上羽
1小池
1員本
1酒巻

木
井
井

鈴
荒
酒

岩月
蟹
中川

||

佐治
小野
砥石

治

佐藤 昌 十 佐

佐

資
治
良
啓

菊間 昭
鈴木 富
小野 光
春 国
美 佐

家夕
車

＞

ョ動二蜘

卜

自

産
車動

日

自
¨

和

ナ ル ト
スポーツ

|

秋元幾男

1暑

馬
養麦薫 
繁重 整暮

(神

池
好
岡

菊
三
宮

雄
彦
夫

秀
孝
隆

1't

男
男

|

9561

善
亥
野
木
谷

佐
荒
筆

昭
子

川 )

日

見 造

川 )

札幌鉄道
理 局 .■

ト ヨ タ

東

東

東京)

良

菊間昭治
1釜栞 普
1石 ,|| 三

啓

並木万 沢
小林 克之
宮
田
賀

小
勝
多

戸
村
貝
沢

好史
昭
忠
隆
茂 治

広

十

泰

島
川
山

小
西
米

上
野
田
日

治

久

団

体

りll  誠 長山
倉 昭二 島
沢 啓裕 有路
丼  明(北海道)

電東京
並木万次郎

(東京)

電東京

`東

京ヽ

自 動 多賀純一
藤
后

木秀一郎
|

平
渋

一Ｐ

川 広
星 野

村
男
浩

,||

電東京・

マ
ト

ヤ
・
ツ

ネ

ケ

ヨ

ラ

山
川
山

秋
藤
篠

高橋 章 井門沢田
田

星野忠雄

田上
機倉

沢田  力 星野 忠
鈴木 幸春 井門 鎮
星野 忠
沢田

井門

忠 男

幸春 田上 十六
喜久男 日野 泰三

忠男 井門 鎮

星野 義昭~       l

鈴木 幸春
森谷喜久男

ヨ
動 深津 豊6回大 阪196

夕
車
ヨ
動
卜
自 深津 豊
知 )

タ

愛

卜

自

＜

第

第

第

タ

良

秋山真男

〓
昭
亨

倉

深津 豊 川

善
武
秀

武
秀

牛

好雄
川敏彦

善憲

沢
宮ヽ
長 川

示 鈴木幸春 倉
木

松島
板垣
牛島

努

チーム
優

開催地

19 第 1回ふ

|

都

|

石上 実

十
伏

て

正村慎一郎浜
条

第 2回

選

正
工

正

筆
下

仁

´

浩
芳

夫

〓

粂
友

エ
釣谷

5回 石上 実 工
十条製紙
伏木工場

谷

亥

名古屋

(神奈川 )

日

第 4回 鶴
所 菊間昭治

原

佐

石

野ヽ

昌久
夫 卜

自

】

‘

池
羽
月
川

小
ヒ
岩
市

智
純
司

津
城
賀
川

深
山
多
荒

池ヽ鉱市

治

夕
車
ョ
動

崎 尾

菊間昭治

11)

友一 荒木亥久男
三徳 佐野善次郎
則之 清水  正

清水 正

清水 正

り|

製

11,

第 7回 伏

・
〓
■
，
中
‐

品川

谷

正

一
之

一

友
則
芳

第 8回
紙
場

＞

製
工

山

条
木

富

一
徳
之

友
三
則

荒木亥久男
佐野善次郎清水 正 沢

大野 幸

第10回
|:

名古屋市

`95

(富山う

1961 倉 敷 11

十条製紙
伏木工場

阜

19ω
江

沢

高 松 市第 6回

195 札 幌

1959 善通寺市第 9回

山

正

男

製 則
幸
昭

之

荒
扇
江
佐

沢
守
野

清水 正
男
徳
久
三

男
徳
清

久
二

1 則之

品川
大野
山田

品
大
カロ
清

之
男
夫

則
幸
昭

清水 正 沢  三
品川
大野

1電電東京

|(東京)

熊 本 12回 並木万
村 浩 ||:・

喜久森谷 男

貝

三 条 市1%31
ト
自

(

夕

車

＞コ

ヨ
動
動

宮
垣
田

田
后
木

北
岩
鈴

隆

紀

雄

第13回

1964

f

松 山 市
|

ト
自
ヨ タ
動 車
愛知)
深津 豊

1穆
譲 霜勇 襲冨 響I.1.:

15回 ヨ動
珈

卜

自 川
タ

長

之
林

19 ヒ九州市

|

劇
」

雄
彦
男 小林 一

山 市 第17回
タョ

諷
馴

卜

自

早

1969 釜 石 市

ヨ

諷
馴

卜

自 深津 豊

伊
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善
秀
(東京)

鈴木幸春
日野
星野

谷メ|
良樹
健二

清水 正

(愛知

多賀純―

山越智徳

|
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過 去 の 栄 冠 (2)

チーム名 監 督 名 ■

B6ro
荒木と

|

み子
1奥
谷 喬代 荒川とみ子

奥谷 喬代 荒川とみ子

小林 歌子 荒川と教子

伊藤隆文
荒川とみ子 大力1 良子
小林 歌子

川 )

(神 川 )

ロ

フ
′

II コ ロ

ム ビ ア

曰

ム ピ

女

岡  山
高 松 第 6回 市 役 所

岡山)

崎本幸二郎 田 節子 光本 政

井上 桂子 横井キヌエ岡
川崎 智

川崎 智

権田 節子 小林 桂子

光本 政子

|

市

|

(神奈川 )

高橋率

市 役 梶原 馨

谷津 京子 西堀富美子

佐藤 範子

子 |

9571岐 阜 市

|

1第

|

フ回
森岡経コ11
事 務 所

(岡

958札 幌 市

|      |

19"1善通寺市

1第

第市屋古名

＝

ｕｌ

ｌ

ｌ

|

市

1第

1

所
.1 ヽ

回

回

役

役 中山邦夫 高島 洋子 中島 玲

高島 洋子 中島

木村 政子 高橋 奉子
市 役
岡
所

岡  山
市 役 所

(岡山)

山上周之
1権

口 節子 光本 政子

,

{

横井キメエ 山下 久子

相場清― 木村 政子 横山 満子

中山邦夫 高島 洋子 中島 玲子

井キヌエ 山下 久子

高
市

＜

岡
所

＞

清水 正
団

体

ユ|

国石油

秋田)

1961倉 敷 市

|

|

19651三 条 市

第11回 相場清一
国ろ油

秋田) 横山 満子 長崎 文子
`富
山 )

|

19621熊 本 市

|

琴平電鉄|

(香川)|

竹内恭平
1横井 文子 森  久

1宮武 範子 山下 由

第13回

1964

955北九州市 15

第17回

早

横山 満子 長崎 文子

高橋 奉子 伊藤美津子

真

日下

|口島外茂子 横井
有馬正作 1森  久子 宮武

1山
下 由子 渡辺百

石油 |

田)|

相場清一

川 )

電電東京

(東京)

平電鉄
|

香川)|

卜

自

＜

卜

自

夕
車
ョ
動

ョ
動
夕

車

19661大 阪 市1第 16回1琴
平

|    |   |(香

渡辺百合子
清水 照美
細川 泰子

有馬工作

有馬正作

川 )

平 電

トヨ タ
自 動 車

1横井 文子 渡辺百
有馬正作 1宮武 範子 山本 ‐

1細力l 素子

子
子
江

井
武
本

横
官
山

深‖:

星野忠男

田

回
和
武

と
　
留

木
藤
内

有
金
叶

子
子
恵

文
柳

回
塚
粂
人
一

豊

留
ふ
内
部
木

叶
岡
鈴

子
子
子

み
悦
治

と木
下
井

有
日
土

さ

|

9“ 1諫

|

1電電東京1富田 豊
1暑↑董

|(東京)|     1祭良岡

ミ子
治子
津江
洋子

岡部ふ
櫛毛 ミキ

子 北辰電機

辻田 京子 大橋美知
釜 石 市

明美
むつ子
子

太田 節
田自動

|

開 PL地 回 数 チーム
年

EtiE./^Y7 中野一夫
‖)

長 崎 市
ヨ ク|

憂%壽1小
池鉱市
陽 目 響

東 京

浜 市

第

|

9521

第
内登美

水野 ぎ

卜

自

＜

卜

自

く

夕
車
＞
夕
車
＞

回

ョ動
蜘
ヨ動
蜘

田 ク、|′ロ

酒巻和男
1爾

酒巻和男
保田 久
山本 満

第 3回
|

ト
自

子

子
照
み

伊与田

子 伊与田照
子 吉永千代

子 伊与田照
子 藤井 宣

伊藤隆文

高橋率太郎
12議 魔季 票響
富養季

|

回

|

1小林 歌子 芦川とみ

1大
川 良子

第 4回名古
|■

伊藤隆文

仙
郵

高 岡 市第 5

台
政 局

日本 ,ロ
ンピア

(神奈川 )

橘 美智子 酒井美智子島片政雄

富山)

金森藤平
商  店

松 山 市 14回

|

1第

1横井
1森

1田
島

範
由
合百

武
下
辺

宮
山
渡

子
子
子

文
久
茂外

有馬工作 子

子

久子

渡辺百合子 清水

井 文子 森

(東

忠男

第19回1969

8回

知 )

北田寛―

本

-43-
(愛知)

上原信彦
藤美佐枝 鈴木 葉子

(宮城).|_

1

、 ‐ 力 |                  |

自 動 薫1深津 豊 1人沢 節子 花井 洋子|

(香川 )

,

|  |

1967 w t\ fi
(香川 )

|     1林  信子 粂田 順子|

1深津 豊 1土井二枝子 和田 昌代|

|     1橘   妙子      |

ヽ
り
一

短

一
愛
一

＜

一

1高橋とも子 水野小夜子 |

植田耕司 |           |
_____些 生_三二_重里星■ ll



年度F,|

小島 一平18

ト ョ タ
自 動 車

トョ タ
自 動 車

善

13

|

19631小宮 好

小宮 好14 1964

196515

16 196 善意
|

|

19681

~|―
|

19671秋 山 真男
|

19 1969小島 一

夕
車
ヨ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

ヨ沐ヤマ
ラケット

ヨネヤマ
ラクット

マ

ト

ヤ
ヽ
ツ

ネ

ク

ヨ

ラ

沢 武司

氏 名

垣

ト
自

明治生命

渡辺 直人

善憲
|

田  力

横  浜
市 役 所

永

|

善憲|

~|

武司
|

ト ヨ タ
自 動 車

夕
車
ヨ
動
卜
自

ト ヨ タ
自 動 車

ヨ タ
動 車

過 去 の 栄 冠 (3)
般 男 子 (単)    一

年

般 女 子 (複 )

氏 7]可 所  属 氏

鱗
井
 炎季1琴平電鉄

横井
森
文子
久子
琴平

横山 満子
高橋 奉子

i lp67横井 文子

13 19る

14 1964

15 1965‐

16 1966

19 1969

―
|

18 1

|

19681

琴平電鉄

ト ヨ タ
自 動 車

子
子
文
久

横井
森

琴平電鉄

帝国石油

渡辺百

上野 明
太田 節子

中
太
野 明美| ト ヨ タ

自 動 車田 節子

般 男 子 (複 )

般 女 子 (単 )

混 合 (複 )

30才 男 子 (単 )
|.分

名 |

荒り|1 司郎

所  属

lr =t自 動 車

宏
― |

~|

堺 三徳|ま条製栗

冒:李
と
攪季1電電東京

金森商店

琴平電鉄

帝国石油

丸紅飯田

田

満子
奉子

酒井
美智子 |

美智子 |

みと有木
仲 津

む つ沢

金子美

外茂子
範子

!L

橋

近
才
光技
妙子

ト ヨタ
自 動 車

氏

三
男
恵
真

雄
憲

一

好
善

一

宮
壇

一

小
板

一

３

　

一

％

　

一

”

　

一

1419641幅 響

15119651後翼 |

島 一平|ラ ケ ット

1811968絵彊響馨1占 島峯
長谷川敏彦|ト ヨ タ
安沢 武司1自 動 車19 1969

秋
月ヽ

善

武

ヨネヤマ山 真男

16 1966

敗

17

|

夕
車
ョ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

板垣
安沢

夕
車
ョ
動
卜
自

夕
車
ョ
動
卜
自

年度

|― |

1翌
|

屋
道
古名
鉄
隆
春一

村
口

門 鎮

恵
真

甲  府
市 役 所

_|

躍
1電

甲

市

府

所

明義
健

夕

車

夕

車

エネ

｛
日

卜

一日

ョ
動

役

年度
氏  名 1所  属

小宮 好雄|ト ヨ タ
上野 明美1自 動 車

17 1967

18 1968

19 1969

1964 林  信
1ヽ宮 好

子

タ
車
ョ
動

卜

自
子
雄

トヨ タ
自 動 車

夕
車
ヨ
動
卜
自

小宮 好雄|

上野 明美
|

ト ヨ タ
自 動 車

安沢 武
金子美和

夕
車
ョ
動

卜

自
司
子

蔵本 文
小宮 好

ト ヨ タ
自 動 車

田 順子|ト コ タ
垣 善憲1自 動 車

~| ~

河村 和子1高  岡
盛野 博之1市 役 所

板垣 善意|ト ヨ タ
太田 節子

1自
動 車

板垣 善憲|ト ヨ タ
太田 節子1自 動 車

奈と場季1電電東京

属

井 ヨ子 タ枝
好 自 車

有

男

有木とみ子
|

氏  名 |

準  修
回 年度 1所  属 氏  名 1所  属

17 196

18 1998

13 19

19 1969

| _

佐々木フミ|う _費

琴平電鉄

井 文 琴李電鉄

琴平電鉄井 文

横井 文子 琴平電鉄

横井 文子 琴平電鉄

夕
車
ョ
動
卜
自太田 節子

fi  +] ++rer

帝石秋田

帝国石油

奉

藤 光枝 丸紅飯田

―
|

山 満

フ ミ子

橋とも子

かおり
三菱重工
京  都

々 木 東  邦
レ ー ス

1311%31高 見 広治1新潟大学

|

■生 1翌霊
15 19

16 49 日本鋼管遠藤 啓治

日本鋼管

18

古河電工

氏  名 所  属

e{x +

14 19る 4

1967 遠藤 啓治

1968 遠藤 啓治 日本鋼管

遠藤 啓治 日本鋼管

武村

-44-

村 俊

一
|―

_|

―
|

所 属

子
憲

「
劃
劇
コ

順
善

一
明
好

一

田
垣

一
野
宮

一

粂
板

一
上
小

一

５

　

一
　

６

　

一

秘
　
一　
‐９６
　
一

~|~|~

rs lr

|~

壁|_壁萱
|

昇 |



過

30才 男 子 (複 )

40才 男 子 (単 )

40才 男 子 (複 )

友住
菊
ヒ学
本

鉄

藤工場

勝準

属氏
回数 年

属

夕
車
ヨ
動
卜
自

荒り11 司郎| ト ヨ タ
谷沢 経次1自 動 車

日産化学
夫
男
辰

瀬 幸

19

内 義夫1丸善石油
中  誠1松  山

|

算
木義肇1展藤工磯
使村

浪鋭

紀
文
英
雅

， 人
雅

上
野

上

野

州
所
九
役
北
市

州
所
九
役
北
市

大日日

1る

一幸
正康

本
線

・
一

資

日 管

一
里電̈

1963
荒力I 司
谷沢 経

17

18 1968

19 1,69

河

福

山

崎

‥―‐

田

田

電
一

也

昇

・
平

二

昇

達

俊

宏

啓

宏

俊

遠藤 啓

河  崎
ラケット

数
1年 氏

越智 勤也

神戸地裁

中島 泰二

1拝

」ヒ
市

村
所

三沢 英二

原 好

属

学

本

学

本

学

本

住

菊

友

友

友

名 1所

智 動也

大
市 役

九 州
役 所181%8中 島 泰

帝石秋田

二沢 英二

15

丸善石油
松  山196919 浜市

相場 清一

英

Ⅲ
‐

越智 勤

1る

17 196フ

15 1963

19“
|

住友化学
菊  本

沢
　
一　
沢

三
　
一　
三

村
役 所

北 九 州
市 役 所

北 九 州
市 役 所

北 九 州
市 役 所

優 |1分

氏
年度

学
本

住友化
菊

州
所
九
役
北
市

山城 智徳
深津  豊

久 代 鶴

谷本

男

一

芳
欽

庄一
任

松
所役

高
市

也
郎
勤
八

智
藤

学
本

友住
菊

名 1所

産
車動

日
自

沢 英二
本  良

州
所
九
役
北
市

役

ト ヨ タ
自 動 車

日

市
田
所

夕
車
ヨ
動
卜
自

勤也
貞夫

越智
松本

田
所役

日
市

帝石秋田

1964

19

17

勤

13 1963

49.

19 1969
江 田

元 慎

諌元 慎一

相場 清一
矢作

山城 智
深津

渠
英

江 田

師
即
日
自

ヌ
（♯Ｔ

平原
永
井
松

去 の 栄 冠 (4)
(メ    モ )

１
４

優 |1外

大
市

一

0口 房治
久代貫二郎

48
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Tり 主要駅発 時 剣
列 車 名

`大
ER 東京着 列 車 名 岡山発 終着 駅 着 時女1

高 松
着時女1

長   崎 1216(特急)さ くら 2 25
5.2,

子大限着

ひかり 2号
(急 )音戸 2号 広  島 6.54 0.42

0.“ :2.05
(急 )

山陽 1,
7.10 下   間 4.25

(急 )

しらぬヽ
3.30 熊   本

9.12 ひかり 22号

17.02 7.57

(特急)な  は 西茂児1: 21.1'
,1.45 11.5:

(特急)日  向 宮  崎
ひかり 36号 0.う 0 9.03

こだユ146号 11.35 1,.1, 長  崎

11.32

ひかり 50, 11.0, 17.1,
(特息 )

か も め '|■
2
佐 10保 11.3:

10.22

(急 )吉  
“

12.“ 広  島 15.1,
博  多

ひか',54号 (特息 )は と:号 12.50 11.01

11.,3 (急 )な がと1号 13.,: :0.41

,2 ,3

祠 ■

6.52

311

9.:|

10.45

:1.4=

宇野 発

l,.“

1 46

5.17

3 40

10 1う

12.29

2 20

l,.00

,3.13

14.27

16.22 ひかつ∞号
ひか 1, 62号 13.01 10.1, (特急)つ lrめ ::.4, 籠   本 21.3615 41 1245
こだま1“号 :7." 2!.2, (特急)しおし2号 14.40 下  関 10 11

17.15
ひか1,70号 1,." :0.=, (急 )玄  壽 13.11 博  多 22 21 :4.00
こだユ176号 11.3, 22.4: (特急)は と2号 11.48 博   多 21.11

(急 )山陽 3号 11.00 21.5'
15.2:16.11 1:.:=

ひかり 73号 11.40 オ:.3, 下  関
下  関 ,2.,0こたま182号 11.35 23.30 (急 )な つ̀と 2号 16.25

15.0'

16.01 1: 3, 11."

ひかり 84号 11.4, 22.55 (息 )し らやま 西鹿児6
大レi
20.40

(全

“

指定 ) 3.30
(特急 )

しおし
`号

10.“ 広  島 20.14 !7.4617.23

20.03 西鹿児島 3.10

広  島 22 45 19.07

11.0:

19.14 21.0' こ・′ま272号 21.4,
名古□●

2,.02
13.35

上 り 主 要 駅 発 時 刻高松発

0.20

400

8.40

船
接

鉄   道   連

,1 車 名

絡
親

. :.'・
|

うすしおl′

5.40

7.30

1000

II.20

12.23

1338

16.03

う―rし ら3サ

■ 羽 1り

鷺 ル13リ

鷲 羽 2号

(静 通
'

鶴 ル14リ

鷲 ,H8リ

瀬 li l"

贅 羽 9サ

長   崎 7.2,(寝  台 ) 10.13,9.55 20 1:瀬 戸 2'
西鹿児|: |.1,

^争

■
(特息 )

あかつき1号
21.,,

鷲 羽 11リ 2110 21 57

(急 )

(急 )

島

●千

■

高
西屁児島

11.1,

tl.23 2:.3322::21.:02005

23.25(急 )

天  車
:3.|| 鵬  本23.46

7.52(特急)月 光2, 1.12 博   多
1.2, 熊  本 :1.50

京都●

|.20 (急 )日  凛

22.5:

0.20

21.34

2303

(静 通 )

(Iヤ 通 )

(上  り) ll! Ei ;t $ E - r-rrJr-1tnn (下  り)

一”

”

一∞

一”

一３

６

一３

一―

17 00 20 40 大 7.00 9.30 10.30 20 40

珈
一１
一加
一ｍ
ｍ
一

”
　
一３
一７
２２
一

1610 21.20 1 11 00

14 30

13 50 1 0 12 50 16 21 50 4
● 松

:

府 ア 10

(

,1■ , 観光使 普通使 水中鸞船 観光便 観光便 優 名 観光使 水中口船 観光便 観光便 普通便

齢 |―

“

1:シャンネフェリー

(所口

"間

311間

“

介,

高松¨ 戸同時発

! : 00 6

2 4.00 1,.30

5 80 ,1 00

8 00

5 1 10.00 10 23 30

高松―土庄―姫路 (水中ヌ船 )

上

り

高松発 7.20 ,0.4: 11.4` 12.65 14.0' (r r. ro)
土圧着 7.4:

3.50

11.0: 12.0: 13.10

姫 路着

下

リ

●路発
土庄発 6.50

0.00

110, 11 1, 1,.23

13.41

11.1,

島松

"
7.10 10 ,1 11.,| :2.31

m-+E 0l'tl) ..7 Zt-a- t

11 00 13.:|

011.31
1' 35

10 ,0, 31

上  庄  発
06.11

'.30
11.]0

14.:0

● 13.31
17.,0

高

16.30

え

` ]|●7.24

りヽ

13 00

11.00

● 13.31

21.31

14.31

0 15.10●, `0

ス ー7
■■

77‐

一――スポーツ用品・ゴルフ用品・カップーーー

ヽ

TEL(高松)51～ 4624(代表)
TEL(丸亀)2～ 2785
TEL(坂出)6～ 2844

本店
支店
支店

高松市九亀町
丸亀市城西町
坂出市白金町

,3.1,

7.o4

13.21

11.10 14.,: 14.4, 1,." |:.42

髯 羽 5り

監 羽 7り

14.50

17.24

20.2818.45

12.30(普 通 )

,0.:`

: 11

匠三回

2二]

. 21.0:

F了面

匝 I

11.441

1,¬ [_■上

「

~~~~

「

(3)山量■II亘亜■
(特雨 |り こ¬

13.30

20 30

o30 ●0.3`

t a.2r l(!r.
_1■」 [」ユEE



健康への自信を、たしかにする/

生きる、運動するエネルギーは食

べものからとります。それを吸収

するの|,腸です。つまり、腸が丈

夫でないと、健康を保つために十

分なエネルギーも吸収できません。

この健康の基本一腸を丈夫にまも

るのが保健炊料ヤタルトです。

ヤクルトの特殊乳酸菌を、腸内の

悪い菌をおさえ、食べものの消化

吸収をたすけます。見かけは小さ

な答署ですが、強力を特殊乳酸薗

が1本に数十億以上。年令や体質

に関係なく、どんな方法も、たし

かな働きをもっています。

●ヤクルトサービスセンター

悌ヤクルト本社四国支店‐800781,)|■ 7

1松 ヤクルト販売絆‐808781112413

■川西部ヤクルト販売齢‐3諄 77416mll

西部ヤクルト襲倉四国工■・1□田78お |12148

中 世"=,ろ
がる餃 曇

儡健飲‖

C[:亜D
本社 東京都中央区日本,1ホ町3・ S● (“2)``'|
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スポーッのあと…

汗ばむ肌にバッチ リ .′

コーラはペプシ

快いうまさが楽 しめます。
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